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Japanese larch（Larix leptolepis GORD），which is one of the most important plantation-grown soft-

wood species in Hokkaldo，is expected to grow larger in diameter gradually as their cutting age 

gets older. The present studies report sawing and drying tests for utilizing those logs for special

furnishings，“yakumono”，in a structure．  

The results are summarized as follows： 

（1）The higher the grades of logs were，the larger both volume recovery and the“yakumono” 

appearance ratio became. 

（2）Concerning value indexes presumed from log prices，logs of the first grade had the highest 

value index. 

（3）First-grade logs above 40 cm in diameter can be used satisfactorily as materials for fur- 

nishings. 

北海道の主要造林針葉樹材であるカラマツ人工林分の高樹齢化にともない，カラマツ素材の大 

径化が徐々に増加するものと予測される。 

カラマツ大径材を，建築用役物造作材として利用することを目的とし，製材の木取りおよび乾 

燥試験を行った。 

その結果，次の知見を得た。 

(1) 品等の高い原木において製材歩留まり，役物比率が相対的に高かった。 

(2) 製材価格から推定した原木の価値指数は，一等の原木がもっとも高かった。 

(3) 径級40cm上の大径材で，かつ一等材であれば造作用製材原木として十分利用可能である。 
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　　1．はじめに

　北海道のカラマツ人工林の蓄積量は，昭和63年度末

で66,396千m3と報告されている。これは針葉樹蓄積量

の25.9％を占め，北海道の重要な森林資源になりつつ

ある。この蓄積量の80％を占める一般民有林の資源の

推移を第1表に示す。カラマツ人工林の造林面積が

年々減少していることが主な原因で，若齢級の蓄積量

が減少し，高齢級の蓄積量が増加している。一方，カ

ラマツ材の伐採量および素材生産量の推移を第2表に

示す。伐採量は昭和59年度をピークに漸減傾向にある

が，平成9年度には290万m3，素材生産量は240万m3と

予測1）されている。

　北海道のカラマツは，昭和25年以降に造林されたも

のが大部分で，林分が若いこと，短伐期で小・中径木

利用が目標だったこともあり，大径材はほとんど生産

されていない。素材の径級別の推移を第1図に示す。

その約85％が18cm下（13cm下50％，14～18cmが35％）

の小径木主体であり，20～28cmの中径木が14％，30cm

上の大径木はわずか1％に過ぎない。ただ，昭和63年

度は径級配分に若干の変化がみられ，中径木の割合が

高くなっている。また，高齢級林分の蓄積量増加で，

間伐対象齢級が高くなっており，徐々にカラマツ素材

の中・大径化は進むものと考えられるが，大径材生産

量の大きな伸びは当面期待できそうにはない。

　現在カラマツ素材の市場は，間伐・小径材を中心に

構成されているが，その用途別出荷量の推移を第3表

に示す。坑木用，パルプ用が減少し，製材用が増加し

ている。しかし，製材用の90％が梱包材，パレット材

などの輸送用梱包資材で，建築用製材はわずか5％程

度である。一方，素材価格をみると品等区分はなく，

8～13cm，14～18cm，20～28cmの3区分で取り引きさ

れており，30cm上材についての一般的な市場価格は形

成されていない。

　現在，北海道ではカラマツの建築用材は，一部土台

用を除いて，ほとんど使用されていない状況だが，今

後のカラマツ大径材の生産増に備え，構造用建築材の

普及はもちろん，造作部材をはじめとする，カラマツ

の付加価値を高めた利用途の開発を図っていく必要が

ある。

　今回，大径材の利用開発の一環として建築用製材に

ついて試験を行ったので報告する。なお，この試験は，

製材科，乾燥科との共同研究で行ったものである。

　第2表　立木伐採量と素材生産量の推移

第1図　径級別素材生産量の推移

第1表　一般民有林における齢級別蓄積量の推移
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第3表　カラマツ素材の用途別出荷量

　2．試験方法

　2．1　供試原木

　供試原木について第4表および写真1に示した。原

木の末口径40～50cm，長さ4m，品等は一等4本，二

等2本，三等3本の9本である。なお，品等区分につ

いては原木の材面にみられる節径，節数により評価し

た。また一等材は全て一番玉であった。

　なお，供試原木の年輪幅を第2図に示す。

　2．2　製材の木取り試験

　ここでは，一般建築用部材で価値が高いと思われる

役物の正角材を主体に製材木取りを行った（写真2）。

　主な木取り図を第3図に示すが，正角材は人工乾燥

をし，役物は修正挽きすることを前提に挽き材寸法を

決定した。

　具体的な正角材の挽き材寸法は，特等以上を11.7cm

×11.7cmに，また，一等以下は乾燥歩減りのみを考

慮して10.9cm×10.9cmにした。今回は製材能率など

乾燥条件は以下のとおりである。

・乾燥装置：材積約2m3入りのIF型蒸気式

・仕上がり含水率：15％

・乾燥温度：生材～含水率30％　　95℃

　　　　　   含水率30％以下　   100℃

・圧締乾燥：総荷重　8ton

 に関する試験は行っていない。

　 2．3　製材品の乾燥試験

　 一般建築材の人工乾燥は

 近年普及しつつあるが，今

 後の一般建築材の利用，と

 くに造作用製材について

 は，人工乾燥一修正挽き，

 またはプレーナ加工して市

 場に出すことで，より一層

 付加価値が高まると思われ

 る。このような観点から正

 角材の人工乾燥試験を行っ

 た。
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3．試験結果と考察 

3．1 原木品等と製材の歩留まりおよび品等 

製材試験の結果について第5，6表に示す。供試原 

木は枝打ちされた原木ではないので，原木材面が一等 

でも，樹心に近づくにしたがって節が現われてくる。 

また，あて，やにつぼなどの欠点も内在しており， 

一等の原木から必ず高級材が採材できるとはいえない 

が，概して高品等の材が多く採材された。また，三等 

材からの役物はわずかであった。原木からの製材歩留 

まりが一番良かったのは一等材の原木番号U－2－1 

の68.9％，低かったのは一等材のU－1－1で54.1％ 

である。しかし，役物の採材比率はU－1－1の原木 

が71.8％と圧倒的に高く，U－2－1の原木では 

10.3％である。原木の品等別の役物比率，製材歩留ま 
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りをみると，両者共に高品等のものが高い値を示して 

いる。 

3．2 原木の等級別，径級別価値指数 

原木の等級別，径級別価値指数を第7表に示す。価 

値指数はその原木から採材された製材品の価格に対す 

る原木価格の割合で計算した。現在カラマツ大径材の 

市場価格が形成されていないので，ここでは，平成元 

年12月の旭川市場におけるエゾ・トドマツ材（径級40 

～48cm）をもとに，原木価格を一等材23,600円/m3， 

二等材21,800円/m3，三等材20,100円/m3と設定した。 

製材価格についても，旭川におけるエゾ・トドマツ正 

角一等材の価格をもとに，46,000円/m3と設定した。 

価値指数は一等材で，径級42cmの原木が2.46で一番高 

い値を示すが，同じ一等材でも価値指数が1.53と三等 

 材より低いものもある。しかし，全体的にみて品等の 

高い原木の価値が高いといえる結果になっている。 

3．3 正角材の人工乾燥 

製材の農林規格では，針葉樹正角に対するねじれに 

ついては，特等，一等，二等，いずれも“きわめて軽 

微であること”ただし，「土台用」と表示してあるもの

にあっては“顕著でないこと”と規定されているが，数

値の表示はない。曲がりについては，特等，一等では 

“0.2％以下であること”，ただし二等および「土台角」

と表示してあるものにあっては“0.5％以下であるこ 

と”と規定されている。役物については，ねじれ，曲 

がり共にその他欠点に区分されており“きわめて軽微 

であること”と規定されている。今回製材した正角材 

の人工乾燥に伴う曲がり，ねじれ，収縮などの形質変 

化を第8表に示す。修正挽きをする11.7cm角材の乾燥 

歩減りは，平均で一材面1.89mm，二材面2.58mm，最大 

は一材面の5.06mmである。曲がりは，材長4mあたり 

平均で一材面7.6mm，二材面7.2mm，最大は両面30mmと 

なっている。 

一方，10.9cm角材の乾燥歩減りは，平均で一材面 

1.49mm，二材面2.26mm，最大は二材面の4.48mmである。 

曲がりは，材長4mあたり平均で一材面9.3mm，二材 

面6.6mm，最大は一材面の22mmとなっている。乾燥の 

寸法減りだけでみると，製材工程では5mm程度の歩増 

しが必要と考えられる。ねじれは両材種とも比較的小 

さく，曲がりも11.7cm角の一材面平均は0.19％以下， 

10.9cm角の一材面平均は0.23％となり，ほぼ特等，一 

等の範囲に入る。したがって造作用建築材としての利 

用に関しては特に問題はないといえる。ただ，平均値 

以上に狂いの大きいものは構造用材となる。また，カ 

ラマツ材の“やに”は，やにつぼ，やにすじの欠点以外 

は人工乾燥による脱脂効果があるため使用上における 

支障はないと判断される。なお，今回の正角材の乾燥 
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には連続運転で14日間を要した。 

3．4 正角材の修正挽き 

人工乾燥した11.7cm角の役物材17本について， 

10.5cm角に修正挽きをした（写真3）。修正挽きで注 

意を要することは，人工乾燥で材が固くなっているた

めのこ挽きの時に材面に欠けが生じやすいことであ 

る。少しの欠けでも丸身の欠点になり，品質が低下す

る原因となるため，丁寧な挽き材が求められる。また，

曲がり，ねじれなどで，4m材を3.65mにしたもの2 

本，2.73mにしたものが3本あり，役物の29％が短尺 

化されたことになる（写真4）。 

4．おわりに 

造林カラマツ大径材から一般建築部材の心去り正角 

材を主体とする製材および乾燥に関する試験を行っ 

た。末口径40～50cmという大径材は，北海道内では量 

的に少ないため，今回の供試木も9本と少なく，カラ 

マツ大径材を建築用役物造作材として利用するための 

資料としては，今回の試験だけでは不十分である。し 

かし枝打ちされた一等材であれば，高品位の建築材， 

家具材の採材比率が高くなる可能性は十分ある。ただ，

造作用役物の採材を前提にすれば，末口径40cm以上の 
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大径材が求められる。しかし一番の問題は，今後道内

でカラマツが建築用としてエゾ・ドトマツ並みに使用

されていくかどうかである。 

カラマツ先進地の長野県でも特定の地域以外では，

カラマツは建築材として主流ではない。しかし，カラ

マツ人工林の高樹齢，大径化にともない，建築材への

利用拡大が進められている。とくに役物の造作材は高

級品として取り引きされていることもあり，建築用材

としての利用拡大が期待されている。 

北海道においても，原木の径級を問わず，カラマツ

の大径材については（高付加価値利用を見い出せれば

別だが）建築材として使用することが最良と考えられ

る。そのためには，ユーザー（特に工務店・大工）の

カラマツに対するイメージを変えるメーカー側の積極

的なPRが急務である。 
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